
【会情報】 

 

【会員企業ご訪問：Vol.174】 

株式会社クニムネ（東大阪支部） 

今回は西日本プラスチック東大阪支部会の株式会社クニムネ 取締役社長 国宗 

敬弘 様を訪ねました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創業の経緯は分からないのですが、祖父が現在の東大阪市ではなく大阪市生野区

で、「国宗工業所」として創業したようです。最初はセルロイド製品の加工から始め

ましたが、「今後はプラスチックの時代になる」と考えて、プラスチック成形を手掛

けるようになったそうです。 

 

 

 

型締力 50tから 350tの成形機を 15台所有しています。 

成形法は射出成形のみですが、15台のうち 2台は MuCell成形（超臨界微発泡成

形）にも対応可能で、2色成

形機も 4台所有しています。

2色成形のメインはパーツな

どの受注生産品です。主な受

注生産品は、化粧品容器、カ

ーナビフレーム、ボタン等の

自動車関連部品、プラスチッ

ク製工具箱、通信機器関連製

品で、自社製品としては、養
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蜂の隔王板（※写真参照）や配膳トレイな

どがあります。 

 

 

 

最初に挙げたいのは、MuCell成形が可能

な事です。当社の規模で MuCell成形が可能

な会社は少ないと思います。生産品の詳細

秘密保持契約により控えますが、大きなカ

テゴリとしては自動車部品や釣り具などを

製造しています。この成形法については、

大手企業を始め、様々な方から問い合わせ

や相談を多く頂いており、今後も成長が期

待できると考えています。 

また、生分解性樹脂の活用にも積極的に

取り組んでいます。海洋プラスチック問題

への対策などで生分解性樹脂が注目されて

いますが、当社が生分解性樹脂に着目して

取り組みを開始したのは 15年以上前で、

2005年に開催された「愛・地球博」では、

当社が手掛けた生分解性樹脂（耐熱性ポリ乳酸）製の配膳トレイが採用されまし

た。環境問題には今後も積極的に取り組んでいきたいと考えてますが、消費者にま

で生分解性樹脂製品が広まるには、大きな課題があるとも感じています。 

 

 

 

生分解性樹脂製品が消費者にまで拡大するための課題とは、生分解性樹脂製品を

使用した消費者が「体感できる利益（メリット）がない」という事だと思います。

同一商品であっても生分解性樹脂製と既存樹脂製では価格差が大きい事がほとんど

ですが、性能が同等の場合材料の違いだけで価格が 1.5倍や 2倍だったとすると、

心では「環境に良い」「社会貢献になる」と理解していても、現実的には安価な方

を手に取る方が多いと思います。珍しい製品や性能が良い製品であれば高くても売

る事は可能だと思いますが、心理的なメリットだけでは消費者の購買意欲を高める

にはなかなか至りません。何か目に見える、または体感できる「メリット」が付加

されなければ、生分解性樹脂製品の拡大は難しいのではないでしょうか。 

製品の課題以外では、人材不足があります。求人を出してもごく僅かな応募しか

なく、その対策として、制度本来の目的とは異なりますが、技能実習生の受け入れ

を開始しました。実習生が頑張ってくれていて大変助かっていますが、一時的な解

決策にしかならず、頭の痛い課題となっています。 

自社の強み 
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私は、「感謝される会社を目指し、目的を持って仕事をする」という事を大事に

しています。当たり前の事を当たり前に。お客様から報酬を頂いているのだから、

納期等の約束事は厳守し、常に感謝の心を持って業務に取り組みましょう、という

事です。そして、目的を持った仕事とは、指示する側であればその目的まできちん

と作業者に説明し、作業者は目的を理解した上でその業務に取り組みましょう、と

いう事です。業務は「なんとなく」で行っていては成長が見込めないと考えていま

すので、日々お互いに成長していきましょう、という意味があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 会社を訪問して ※ 

 今でこそ生分解性樹脂の活用に大きな注目が集まっていますが、15年以上前から

生分解性樹脂の活用に取り組まれていた事、そして、ライバル企業の少ない MuCell

成形を手掛ける事で、業界内でも貴重な存在となっておられる事をお聞きし、今後

どのような独自性を見出し、進んで行かれるのか。数年後に改めてお話をお聞きし

てみたいと思いました。 

 

取材：事務局 大野・山下 

 

 

※本記事記載の情報については、2024年 1月 15日現在のものとなります。 

 

 
掲載希望の方は 

事務局（06-6538-6100）までご連絡ください。 

工場内の様子 

会社の方針 


